
 

様式 C-7-2 

自己評価報告書 

 

平成 21年 4月 30日現在 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
研究分野：技術・生産管理 
科研費の分科・細目：3701 経営学 
キーワード：アーキテクチャ、中国産業、産業競争力、家電産業、自動車・二輪産業 
 
１．研究計画の概要 
 製品アーキテクチャや組織能力を基本概
念とするものづくり経営学の枠組みを用い
て、アジアの製造業の産業競争力や国際分業
の形態の動態的な変化をシステマティック
に分析する。製造業のなかでも自動車・二輪
産業、家電・エレクトロニクス産業を中心に、
アジア主要国のものづくり現場における一
次情報を、フィールド調査を進めながら蓄積
する。かかる調査を続けることで、アジアに
おけるアーキテクチャ的な産業発展や国際
分業の時間的・空間的な動向を把握し、アジ
アものづくりの深層の競争力や我が国企業
の国際戦略の展望を考察する。 
 
２．研究の進捗状況(600-800字) 
自動車に関しては、日本、中国、韓国、台

湾、インド、タイの組立工場約 30 工場の一
次データ収集を完了し、データベースをほぼ
整備することができた。また、基本的な統計
分析の結果も出てきた。データの精度をあげ
るための調査を引き続き継続してきた。さら
に、中国の清華大学と連携して、これまでの
多国籍企業のアジア拠点に加えて、中国民族
系自動車企業の現地拠点の調査にも着手し、
中国民族系自動車企業についての実態調査
を行った。 
 一方、家電・エレクトロニクス産業に関し
ては、ケーススタディを中心に、アーキテク
チャのダイナミックスにより詳細に立ち入
った研究を深めた。具体的には、液晶パネル
産業や半導体産業について、日本、台湾、韓
国、中国において、材料や生産設備、中間製
品、完成品の開発・生産でどのような分業ネ
ットワークが形成されているか、また、どの

ようなメカニズムで日本など先進国から新
興国企業に技術が移転して行ったかについ
て調査した。また、各国のアーキテクチャ特
性を前提にして、日本企業を中心に、多国籍
企業がアジアでどのような立地戦略（国別の
使いわけ）をとっているかを分析した。 
 ２１年度が研究プロジェクトの最終年度
にあたるので、以上のような調査結果をふま
えて、それらを統合的な研究成果として書籍
にまとめる作業に、２０年度の後半はかなり
の労力を費やした。発行が 2009 年４月にな
ったため今年度の成果リストには掲載して
いないが、新宅・天野（編著）『ものづくり
の国際経営戦略：アジアの産業地理学』（有
斐閣）を出版した。 
 
３．現在までの達成度 
①当初の計画以上に進展している。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 ２１年度は最終年度にあたり、これまでの
研究からデータ収集や主な分析はほぼ済ん
でいることから、まずこれらの研究成果を複
数の論文や書籍のかたちでまとめ、出版・公
刊する作業に重点を置きたい。 
 さらに、それらの作業と並行して、本研究
課題から得られた研究成果の更なる応用可
能性・発展可能性についても十分に吟味し、
今後の研究課題につなげるための準備的作
業を行いたい。 
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